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示現流流れ来郷童位

本回は艦摩の地に 420年以上にわたって伝ネされてよいりました古
じげんりゅうひょうほう

式道「示現流兵法」(剣術)を ご覧いただきながら艦摩式士の精神的え

ムめ ら ぃ

柱となった示現流について渋谷一族の末各でもあります流祖来郷重位

のことなどお話 させていただきたたいと思います。

しげたか

|)寅式は、グ益財団法人示現流来郷財団・ホ現流第 13代宗家来郷童贅

ほか示現流『1友会有段者にてつとめさせていただきます。
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(入水花水木会ホ現流講演会参考資料)

■流儀解説内容

|:だ現兄は戦国時代末期に創流された景界誤真脅だ箭年
'■
)在
をうだ在

とする薩摩独特の剣術で、屁児島城 (鶴九城)が完成した今から420年

litの 1604年に、初代艦摩落主 (島津家 18代当主)島津家久グにより
正式に艦摩落の剣術として誕生しました。

流儀名は種子島に伝わった鉄砲の記剣 鉄地記」などでも知られる当

時きっての外え宦であった薩摩落学僧・歯浦えた和尚により示現流と

今名されました。
`_ュ  _                                       l‐

流れの■
′
在は、はじめふ内で行われていたタイ捨流という剣術を学

んでおり二十数歳でその極意に逹していました。

そして、天■
′
15年 (1587)島津家 16代当主・島津義久グに従って

上洛した際、美昇霊菖協
り荒の具
う
義を極めたひ箔

じ
ギ美撃半の単き鋳魯≒イと

で ん |.ん l.Iう l:げ んらぬう

めぐりあい、京都滞在ヤのわずか半年余りの修行で天真五百顕
′
流の

粕伝を受けました。

萬工出入寧寺 (京都市)

薩摩に帰った童位は、屋敷内全部の本を打ち枯らすほど蓬投を鰊る

こと二年、タイ搭流と美箕三百協
り
荒の藉継を然番輝藉して後に「|:だ現雛

箕
う
涙」となる独自の剣術を編み出しました。そして、■

う
在44歳の時、

初代薩摩落主 (島津家18代当主)な久グより、薩摩落の知聯f者ず範4史を

今ぜられ、当時外え窓口拠点であった坊津の地頭戦をつとめながら落
士の教育に活理するところとなります。
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(入未花水水会示現流講演会参考資料)

示現流稽古逍具

示現流は「二人力の打ち」と言われ、“え～い"と いう独特のかけ声

とともに初:太、ガにすべてを賭ける門外不出とされてきた艦摩独特の剣

術です。

一太刀の激 しい攻撃が そのまま防禦を兼ね、機先を制すというも
ので、その教えは

一、一の太刀を疑わず二の太刀は負け

一、刀は白色の防具に非ず
_一、人に隠れて稽古に励む

そして、晨も人事にされてきたのが  .
一、 刀は抜メベからぎるものなり
という物事を平和稟に解決する皮量を持った人格育成でした。

以上の四つの教えにあるように、何事を行 うにも生え二挿の真剣な

琉地を春うべく、古未生えの琉の中で真剣に行じてきた人逹の「業の集

積」「虐の集積」として伝授されてきました。

また、歴代のふ二も示現流の奨励に努められた結果、纏降ど嵐の振興

に貢献するところとなりました。

さらに 27代昇糞グは、耐 え猛 |:だ現荒」と称するよう命ぜられ、厳
格に門外不ムとされ、時せに理合せず当初そのよよの姿で来郷家男児

によリー子相伝され、歴代の古え吉 (鹿児島県指定有形え化財束御家古

え吉)と共に、現在第 13代宗家来郷重贅に伝承されています。
子戌 7年に示現流の工確な伝承、捩興を期するため「財団法人示現

流来郷財団」が第 11代宗家ビ誠の道恙を本じて設立され、千茂 9年 5

月拝額屋敷跡に示現流兵法所並びに史料館が完成、これまで門外不出
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(λ未花水木会示現流諾演会参考奇料)

とされ非グ閉となっていた歴代古え吉等が一般にもグ開されるように

なりました。千茂 25年にはダ益財団法人となり第 13代宗家ビ答が理
事長に就任、ホ現流の保存、普及に情熱を傾けています。

拝額屋敷跡に走つ示現流兵法所え料館 (鹿児島市東十石町)

示現流第13代宗家束郷童野

本国は示現流の基本稽古である「立木打」、続いて型稽古の中から初

度と嗜ばれる第一ステップより示現流の奥義十二の打ちを織りたんだ

最初に習い終生これを極めていくという「燕飛」という型、脇差など短
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(入未花水木会示現流講演会参考資料)

い式器での型「小入力」、多人数を相手に戦うことを想定した 鴫 た」、

「二太刀」、

`|き

続き両皮と嗜ばれる第 2ス テップより相手の攻撃を一

太刀で仕留めるという「持掛」、「平捨」という型、槍や薙刀など長尺

の式器を持つ相手を想定した「長木刀」、そして晨後に段の技より初段・

二段の型をご覧いただきたいと思います。

島津家初代恙久ゲ誕生記念祭での示現流演式木納 伏阪住吉入社)

示現流演式「持掛」の型
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(λ未花水木会示現流講演会参考資料)

■鹿児島城御楼門と一緒に誕生した薩摩の根剣示現流

復元された鹿児島城御楼Fl

2020年 3月 末、鹿児島城 範 称=鶴九城)御楼門が 147年ぶりに復

元されました。御楼『1は初代薩摩落主となった島津家 18代当主島津

いノひヽ
なえグにより慶長 6年 (1601)に建設が始まった庇児島城のシンボル

として慶長 9年 (1604)に 完成しました。
戦国のせが終わり、徳川着軍家を頂点とする新しい式士の時代がス

タートしたこの時、これからの特の時代にふさわしい薩摩式士を育て

ようということで薩摩落では来郷童位が新しく落の剣術師範役として

抜擢され、重位のラ1参めていた剣術の流儀名が示現流と命名されました。

重位はそれまで島津家の剣術師範役をつとめていたタイ捨流の師範

永新え基を童位独自の剣法でもって追け、落主家久グの信任を得たの

です。示現流の命名者は「えた点」と嗜ばれる漢えの多|1読法を完成させ

た薩摩落お抱えの江戸時代きっての学僧で、外え官として薩摩落ひい
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(入未花水木会示現流講演会参考資料)

なんぼぶん じげんしょう

ては着軍家の外えに大きな役割を呆たした歯浦えた玄呂和尚です。

だいうゅうじ          ′SIん じ

(*鹿児島城下大籠キの開ιLと なったええわ尚は、艦摩落お抱えの黒なの外え

けんちょうじ

官として活理、鎌分え長キの住職も未任しました。種子島に伝わった鉄砲伝来の

てっぼうき

乱録 %わ咆記」の作者としても知られます。)

「示現」の持つ意木

修行の■程をつぶさに関くことが出来たえた和蒟は、これからの侍の

時代 にふ さわ しい艦摩落の剣術流儀 とす るため仏教 の経典
かんぜおんぼ きつふ_も んぼん          じげ んじんつうりき                  じげ ん

剛塊せ者薔艦普『1品』のなかのホ現神通力からヒントを得て「示現」の

!:lギ ス′|め う

一句を選んで「子現流」と命名しました。意木するところは、師のみ示

l:′ .hキ

を受け、自ら励み、修行を重ねることによって神力に通 じるということ

です。夫式両道を目指したその教えは、以後、薩摩式士の精神的え柱

となり今日まで伝承されてきました。

“一撃必殺"と いう単なる戦技習行でなく修行を重じ、より高度な

人間形成を目指し
'学ぶことを求めた重位の教えは、修行することが自

らを完成する道であり、そのことを自党して恙らず努力を重ねる者は

その奇質を完成することができるというのです。「示現」の二字の持つ

煮水は重いのです。

以後、ホ現流は江戸時代を通 じて門外不出の薩摩ふの兵法として

代々の薩摩落主に立用され、400年以上を経た今日まで創流当初その

らゅう い                                      ためう し、

重位とともに家久グに仕え、十年余にわたり重位からその着き日の
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(入未花水木会示現流講演会参考資料)

ままの姿で、現在第 13代宗家来葬F重贅とその門人たちによつて日本の

誇る責重な式のえ化道産として伝承されています。

子現流はその教えにある邁力「刀は抜 くべからぎるものなり」と黒
`:ゝ

な殺生を厳しく戒めるとともに、危たの際には“無念黒想に打つ"と い

う極意と、いったん刀を抜いたら最初の一人刀に全てをかける “一の

児島城御楼門と一緒に梃生したことを矩っていただきたいと思います。

来郷童位ダ基 (鹿児島市単牟口却U
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(入未花水木会示現流講演会参考奇料)

示現流の繕古法とその特色

示現流の稽古は、防具を付けた竹刀稽古というものはなく、ユスと嗜

ばれる由九州特有の雑木 (算盤の工を作る木)を 刀の長さに切った丸棒

で、地中に埋めれんだ椎や果の水を相手に打ち盗みを行う立木打と、

様々な相手の式器や動きを想定し黒我無戯に散を破
`型
稽者とからな

っており、現代スポーツの剣道のような船 稽古というものはありま

せん。この点が他流の稽古と甚だ趣を異にしております。

普段の稽古では、服装はいつも着のみ着のままを慣いとし特別のえ

皮はせず、'7采足になってすく始゙めます。
た て
.∵
う ム

ネ行■主

示現流演式「主木打」

立木打は、ホ現流の一春の基本稽古で、物 リロおよそ3寸から5寸

(直後約 10～ 15 cIIl程度)の雄や果の本のような堅牢な木を3尺ばか
り (的 90 cm程度)地中に埋めた立水を相手に、ユスの棒で 5～6間
(約 10m程度)の距離からたりかかって進追を繰り返しながら左右に
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(入水花水木会ホ現流講演会参考資料)

打ち基むもので、いたって簡単な稽古方法です。
左右といっても横からでなく斜め釣 30度の角度からまっすぐに初
り下ろすのです。日々数百口から数十口の稽古をひたすら重ねていく
ことで手の締りなど太刀の使い方、腰の据わり、進追や駆引きの嗜吸

等を会行するのです。これが示現流の根本で、この簡単な動作の鰊磨

によって実際に真剣を持った時の太刀の使い方、Jむ身の鍛体を行うも

ので、古人は “朝 に二十、 夕に八十"口、主木を打てと教え、人に
隠れて稽古に励んだものです。

示現流兵法所道場 *土木打で削られた立木

示現流兵法所の道場の四隅には4本の立木が埋めさんであり、約半年

で大きくえぐれて取り棒えていきます。主木打に熟逹すれば、いかな

る大敲も恐るるに足らない、腰が定まれば腹が極より皮胸が自ら据わ

ヽ

竜泌.

曹踊諄

彎軸軽
t載融 騰 ,,
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(入未花水木会示現流諾演会参考奇料)

って、強敲に4つ ても敗 を取らぬのがホ現流の主

なのです。

.ぎ
うち

木打の重大なる所以

松ガエ義ダ起請え

示現流の精神としては、敲に対し,えを極めて打つことを疑わない、

その精神に落着したことを誓う誓詞があります。示現流においては、肉

を切らせて骨を切るということは考えないのです。わが打撃を少なく

して、敲を倒すと考えるのは、そこによだ何程かの水鰊があるのです。
一挙にえを極めるというのが示現流の誓いなのです。

遅れをとるということは当流の禁物であって、打は常に機先を制す

るにあり、得物がなければ、下駄を掴んででも、素子ででも勇猛呆敢に

打ちさんでいくのが千常の精神なのです。

当流の慣 として、無益な殺生をきつく戒め、刀には針金をもって鞘

上めをなし、抜バベからぎることを本旨としました。

きや ど

しかしながら、いったん鞘上めを外 したならば相手を倒すまでは決

隕

11



(入水花水木会ホ現流講演会参考奇料)

して鞘に納めない。一刀のもとに散を↓″り代せ、自らも倒るるを厭わず、

えを極めて踏基むのが当流の精神で、“えを極めたる一刀は羹ず勝つ "、

“一の太刀を疑わぬ"と いうのがその特色です。

鞘止めの火を穿った童位ゲ作の錯

■型

し ょ ど

初皮
せ き  みつ た ち

再た、二太刀

りょうど  もちがかり  はやしゃ  ながぼくとう  ふうがかり
両皮 :持 掛 、子捨、長木刀、捩掛

立木打を基礎として修諫したのち、対する敲の業を型稽古によって

学び相手の動きにいち子 く対應する太刀さばきを修行していきます。
え ん び   こ だ ら   せ き  みつ た ら  もちがかり  はやしゃ  ながぼくとう  ふりがかり

型には、燕飛、小太刀、暮た、二太刀、持掛、子捨、長木刀、派掛 の

やりどめ

8種があり、ほかに槍留の型があります。

え ん び

このうち、燕飛は最初に教わる型で終生これを繰 り返 し鍛錬 していき

ぴ
飛れ燕

ら
刀
だ
太

ます。燕1飛は流れ束郷 重在が考家した示現流の箕
)裏

十二の刀法を盛り

12



(入未花水木会示現流講演会参考奇料)

もんだ型稽古法です。示現流における型稽古は、いわゆる型でなく恙く

実践実地の錬習です。その中に受ける形のあるところも、防く戯゙ではな

く、打らをよくする稽古のためであって、我が身を恙れ、無我無`もに散

を破る鰊習をするのが本旨です。

型稽古はいずれも恙く実践実地のための諫習であリダシと嗜ばれる

打太刀の攻撃に対し、わが身を恙れ無我無`もに散を破る鰊習をするの

です。次に稽者に当たっては相手の動きを防ぐということは考えず、猛

然として立ち、一:2:象に散を拳破することが必要です。敲を破る以外に我

が身を防ぐ方法はないのです。すなわち攻防―力なのです。

普段の稽古では着のみ者のままで行い、挨拶は道場への出入り及び

式器を手にする時のみとし、いったん棒を取ったならば互いに礼を夫

わさすことはありません、これは行物を取らて立てば敲に対する戯琉

なのです。
| シ ノ   41う /                                                     だん

が1夏、綺夏の修諫を積み重ねれば、業績に應じ初段から四段に二る段

くらい

の位 となります。

わざ

ホ現流の業と心について

らゅう い          しんぼう ぎ ほ う  でんしょ

示現流の流れ来郷重位は、多くの`む法、掟法の伝書を残しています。

らゅうい    たいろく                   0｀ んえい

重位は、永禄4年 (1561)生 まれで、寛永20年 (1643)82歳でえ亡し

や じゅうろう                    とう べ え  ながとのかみ  いずみのかみ

ました。初め弥十郎と号していましたが、藤兵徹 長門守、和永守、

えらぜんのかみ  ひぜんのかみ                 ちゅう い

処 1:年守、月已前守、隠居の後に自ら重位と号しました。

ぜんきち      ちゅう い                              しんびしんていしょう

師の事吉和尚が重位に与えた伝吉は二春でその後『深私Jこ底抄』が

授与されましたが、これはえ字が少なく意地 (理)が玄炒であり、一般

的には理解しにくいものです。そこで童位は着未、̀む と業が誤解される

13



(入未花水木会ホ現流諾演会参考資料)

のを恙れて十二春の伝言を残したのです。代表的な伝者をあげますと、

『閉言』慶長 9年 (1604)作

『ホ現流兵法物試』鬼和 7年 (1621)作

『ホ現流私伝吉』元和 7年 (1621)作

『燕飛た次第』寛永元年 (1624)作

『兵術察几』寛永 16年 (1639)作

『ホ現流兵法言 上・ヤ・下春』元和年間 (1615～ 1623)作

その他『阿字観』『阿字察几』など二百点が現存しています。これらは

すべて鹿児島県の有形夫化財 (*鹿児島県指定有形え化財束郷家昔え吉)に

指定されており、いずれのえ吉も示現れの奥義を説いています。これら

の伝吉を体系化したのが『兵法吉』です。

童位は、示現流の業と戯のありようを、神道・仏教 。儒教、特に仏

教・儒教のレヒ命から妥句を引用し、また自身が修業した結果の意地と木

から説いています。1和歌をたしなみ歌人でもあった重位は、これら村"

仏・儒の語句の中から引用して示現流の極意を「いろは歌」に織りさん

だりしています。そして、これらの相伝吉を後年、解説 したのが

久保ネ已た其者の『示現流閉言哄繁録』です。

ホ現流の相伝吉に紹介されている教法の概略は次のJむ・技法のユ項目

からなります。

第一は「汀江及船」に代表される黒念無想の琉地を悟り、戯に一物も

ない自分を作り上げることの人物さを説いています。
つ か

第二は、刀の柄の握 りが、いかに重要であるかを示すために、仏教の
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六逍・地獄、銭鬼、

います。

第二は、相手を打つ時の問合い、歩数、嗜吸、旅などを示し、安定し

たスピードで力何にして、相手を打つべきかを説いています。これを

より

「寄
あじ

足の法則」といいます。

第四は、段位と称号を示し、修行のり1頂庁と打の方法を説いています。
l , /・   hlら ン″

ホ現流では、段位を初皮、両皮、初段、二段、二段、四段とし、称号は、

わざ

そして各段に各々、技を配置しているのです。

.黒念無想 戯に一点の工 もなく、大地の神と一体となる境地に二れば

何者が自分に向かうことができようかと説いています。

修業することが自らを完成する道であることを自`〕liし て恙らず努カ

を重ねる者は、その奇質を完成することができると言
'と

き、努力に対する

効果を求めることに汲 々 とする者には向上の道は閉ざされると栽め

ています。

示現流というと、ややもすれば一拳必殺の戦技のみが強調されがら

ですが、江戸時代きっての名僧南浦えた和蒟がこれからの侍の時代に

ふさわしい艦摩落士を育成しようと熱い思いで今名したように示現の

ユ字の意味する、師の暮示を受け自ら励み修行を重ねることによって

神力に■じるという高い精神性がためられた、戦技を超越した薩摩落

独自の剣術兵法であることを足非多くの人に帰っていただきたいと思
います。             (示 現流典法所え料館 館長 有村博康)
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